
夏
の
電
力
供
給
に
伴
う
対
応
を
望
む

将
来
の
た
め
に

公
共
施
設
再
配
置
計
画
を
成
功
さ
せ
よ

運
転
免
許
証
の自主

返
納
の
促
進
を
図
れ

新
た
な
価
値
を
生
み
出
す投

資
・
経
営
を

学
校
教
職
員
の多

忙
化
を
改
善
せ
よ

東
日
本
大
震
災
の
影
響
を
踏
ま
え

一
層
の
集
中
と
選
択
に
よ
る
事
業
執
行
を

第
一
に
市
民
の
命
が
守
ら
れ
る

防
災
・
災
害
対
策
を
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民
　
政
　
会
　
　
　
大
野
　
祐
司

一
　
夏
の
電
力
需
給
に
伴
う
対
応
に
つ

い
て

問　

夏
の
電
力
需
給
に
伴
い
、
市
内
製

造
業
な
ど
で
は
土
曜
日
・
日
曜
日
に
出

勤
し
、
月
曜
日
・
火
曜
日
、
あ
る
い
は

木
曜
日
・
金
曜
日
を
休
日
と
し
、
加
え

て
稼
働
時
間
の
変
更
を
行
う
予
定
で
あ

る
。
①
保
育
園
や
児
童
ホ
ー
ム
で
は
日

曜
日
が
閉
所
日
・
閉
室
日
と
な
っ
て
い

　
民
　
政
　
会
　
　
　
諸
星
　
　
光

一
　
本
市
の
危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て

問　

東
日
本
大
震
災
で
本
市
も
被
害
を

受
け
た
が
、
な
ぜ
災
害
対
策
本
部
を
設

置
し
な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
、
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
影
響
で
あ
る
放
射

能
測
定
を
な
ぜ
実
施
し
な
か
っ
た
の
か
。

答　

対
策
本
部
設
置
基
準
は
、
震
度
５

弱
以
上
で
、
今
回
は
、
震
度
４
の
た
め

設
置
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
放
射
能
測

定
は
、
危
機
管
理
対
策
本
部
会
議
で
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
や
測
定
機
器
の
測

　
秦
　
政
　
会
　
　
　
福
森
　
　
登

一
　
秦
野
４
駅
祭
り
に
つ
い
て

問　

祭
り
の
来
場
手
段
は
、
車
で
の
来

場
が
多
く
を
占
め
て
い
る
が
、
市
外
か

ら
の
誘
客
や
環
境
面
を
考
慮
す
る
と
、

公
共
交
通
機
関
を
活
用
す
べ
き
と
考
え

る
。
食
を
テ
ー
マ
に
、
本
市
の
特
色
で

あ
る
４
つ
の
駅
を
合
わ
せ
た
「
幸
せ

（
４
合
わ
せ
）
祭
り
」
を
開
催
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

食
を
テ
ー
マ
に
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の

創
出
を
目
指
し
て
お
り
、
公
共
交
通
機

る
が
、
新
た
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
は
ど

の
よ
う
か
。
②
幼
稚
園
で
の
対
応
は
ど

の
よ
う
か
。
③
通
勤
手
段
の
確
保
策
は

ど
の
よ
う
か
。

答　

①
市
内
の
い
く
つ
か
の
事
業
所
で

は
勤
務
の
シ
フ
ト
を
変
更
す
る
所
が
あ

る
た
め
、
保
育
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
充
分

調
査
し
た
上
で
、
保
護
者
の
意
向
に
対

応
で
き
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
い
る
。

②
保
護
者
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
場
合
は
、

定
条
件
が
同
等
で
な
い
と
誤
差
が
生
じ

る
た
め
、
県
に
測
定
を
要
望
し
た
。

二
　
公
共
施
設
再
配
置
計
画
の
実
行
性

に
つ
い
て

問　

平
成
23
年
度
は
、
新
総
合
計
画
ス

タ
ー
ト
の
年
で
あ
り
、
計
画
遂
行
に
は
、

５
年
間
で
40
億
円
の
財
源
が
必
要
と
な

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
新
行
革
推
進
プ

ラ
ン
や
公
共
施
設
再
配
置
計
画
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
再
配
置
計
画
は

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答　

数
値
デ
ー
タ
を
も
と
に
将
来
に
わ

関
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
を
検

討
し
た
い
。

二
　
高
齢
者
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い

て問　

近
年
、
高
齢
運
転
者
に
よ
る
交
通

事
故
が
多
発
し
て
い
る
が
、
本
市
に
お

け
る
事
故
の
発
生
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　

平
成
22
年
中
の
75
歳
以
上
の
高
齢

運
転
者
に
よ
る
事
故
は
約
30
件
で
、
こ

こ
数
年
は
横
ば
い
状
況
で
あ
る
。

問　

交
通
事
故
防
止
策
と
し
て
、
公
共

交
通
機
関
の
運
賃
の
一
部
に
充
て
る
返

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
、

民
間
保
育
園
の
休
日
保
育
制
度
の
情
報

な
ど
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。
③
公
共

交
通
事
業
者
に
対
し
、
通
勤
手
段
の
確

保
に
つ
い
て
柔
軟
に
対
応
す
る
よ
う
要

望
し
て
い
く
。

二
　
防
災
対
策
に
つ
い
て

問　

広
域
避
難
場
所
に
お
け
る
電
源
確

保
策
は
ど
の
よ
う
か
。

答　

現
在
、
レ
ン
タ
ル
機
材
を
取
り
扱

う
業
者
と
優
先
的
に
借
り
上
げ
が
で
き

る
よ
う
、
契
約
を
締
結
し
て
い
る
。

要
望　

万
が
一
に
備
え
、
複
数
の
業
者

と
契
約
を
行
い
、
将
来
的
に
は
、
自
家

発
電
装
置
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

た
り
維
持
で
き
る
施
設
の
量
を
明
ら
か

に
し
て
全
庁
的
体
制
で
取
り
組
み
、
40

年
掛
け
て
約
31
％
の
床
面
積
を
削
減
す

る
。

三
　
教
育
活
動
の
推
進
に
つ
い
て

問　

教
師
が
誇
り
と
自
信
を
持
て
る
教

育
活
動
を
実
践
す
る
に
は
、
教
師
の
資

質
向
上
が
欠
か
せ
な
い
。
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

指
導
力
向
上
の
た
め
に
研
究
テ
ー

マ
を
設
定
し
た
実
践
研
究
で
お
互
い
の

授
業
参
観
や
意
見
交
換
、
対
話
の
場
を

設
け
て
い
る
。
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
、
授
業
力
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

納
奨
励
金
制
度
や
、
提
示
す
る
こ
と
で

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
運
転

経
歴
証
明
書
の
発
行
な
ど
に
よ
り
運
転

免
許
証
の
自
主
返
納
の
促
進
を
図
る
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

運
転
免
許
証
は
身
分
証
明
書
に
な

る
た
め
、
運
転
せ
ず
と
も
返
納
し
な
い

場
合
が
多
い
。
自
主
返
納
の
促
進
に
つ

い
て
は
、
免
許
取
得
経
歴
の
有
無
に
よ

り
支
援
の
有
無
が
変
わ
り
、
公
平
性
と

い
う
面
か
ら
難
し
い
状
況
に
あ
る
。
今

後
も
関
係
機
関
と
協
議
し
、
免
許
返
納

制
度
を
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
方

法
を
検
討
し
た
い
。
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公
　
明
　
党
　
　
　
渡
邉
　
孝
広
　

一
　
上
下
水
道
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
経

営
に
つ
い
て

問　

本
市
の
水
道
事
業
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
は
ど
の
よ
う
か
。　
　
　
　
　
　
　

答　

安
心
、
安
定
、
持
続
、
環
境
を
基

本
方
針
と
し
て
、
お
い
し
い
秦
野
の
水

を
い
つ
ま
で
も
と
い
う
本
市
水
道
の
将

来
像
を
実
現
し
て
い
き
た
い
。

問　

水
道
事
業
の
包
括
委
託
業
務
は
ど

の
よ
う
な
方
針
で
行
う
の
か
。
ま
た
、

特
定
の
事
業
者
に
有
利
な
仕
様
書
に
な

っ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
か
。

答　

平
成
22
年
に
秦
野
市
水
道
事
業
計

画
を
策
定
し
、
23
年
４
月
か
ら
料
金
を

改
定
し
た
中
で
、
経
営
の
効
率
化
や
経

費
の
削
減
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を

講
じ
る
必
要
性
か
ら
、
包
括
委
託
業
務

に
着
手
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
仕

　
民
　
政
　
会
　
　
　
和
田
　
厚
行

一
　
学
校
教
職
員
の
多
忙
化
と
そ
の
改

善
に
つ
い
て

問　

文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

う
つ
病
な
ど
の
精
神
疾
患
の
教
職
員
の

数
が
、
こ
の
10
年
間
で
２
倍
以
上
に
増

え
て
い
る
。
こ
の
実
態
を
踏
ま
え
、
教

育
委
員
会
が
、
平
成
23
年
３
月
に
レ
ポ

ー
ト
抄
「
教
職
員
の
多
忙
化
と
改
善
に

つ
い
て
」
を
出
し
た
が
、
改
め
て
教
職

員
の
多
忙
化
の
原
因
に
つ
い
て
、
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

答　

原
因
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
合

し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
社
会
背
景
の

変
化
か
ら
新
し
い
教
育
的
ニ
ー
ズ
が
増

加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
教
材
や
指
導
方

法
の
研
究
や
保
護
者
や
地
域
住
民
へ
の

対
応
が
増
加
し
た
こ
と
、
ま
た
、
教
職

員
の
役
割
分
担
に
対
す
る
負
担
感
な
ど

に
よ
り
、
目
の
前
の
子
ど
も
た
ち
に
じ

っ
く
り
と
向
か
い
合
う
時
間
が
取
り
に

く
い
こ
と
が
多
忙
感
を
抱
く
大
き
な
要

因
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

様
書
を
事
前
に
示
し
て
公
募
し
て
い
る

の
で
、
特
定
の
事
業
者
が
有
利
に
な
る

こ
と
は
な
い
と
考
え
る
。

問　

災
害
時
な
ど
に
頼
り
に
な
る
の
は

地
元
の
事
業
者
で
あ
る
。
委
託
先
の
事

業
者
に
対
す
る
地
元
貢
献
を
ど
の
よ
う

に
評
価
す
る
の
か
。

答　

地
元
雇
用
や
資
機
材
の
調
達
な
ど
、

地
元
経
済
の
活
性
化
の
企
画
が
あ
る
の

か
ど
う
か
と
い
う
視
点
で
審
査
を
す
る

計
画
で
あ
る
。

問　

浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
の
屋
上
の
有

効
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
思
う
が
、

太
陽
光
モ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
利
活
用
の

可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
か
。

答　

検
討
課
題
と
し
て
取
り
組
み
た
い
。

意
見　

上
下
水
道
に
限
ら
ず
、
市
民
の

た
め
、
新
た
な
需
要
・
価
値
を
創
造
す

る
投
資
・
経
営
を
し
て
ほ
し
い
。

問　

多
忙
化
の
課
題
解
消
の
具
体
的
な

対
策
を
ど
う
考
え
る
か
。

答　

教
職
員
数
の
拡
大
、
業
務
の
精
選

化
や
効
率
化
に
よ
る
組
織
改
善
、
教
職

員
の
意
欲
付
け
が
考
え
ら
れ
、
工
夫
や

改
善
、
発
想
の
転
換
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
レ
ポ
ー
ト
の
中
に
は
、
「
学
校

に
課
せ
ら
れ
る
こ
と
が
余
り
に
多
過
ぎ

る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
。
」
、

「
学
校
教
育
の
範
囲
と
家
庭
や
社
会
一

般
の
範
囲
の
境
目
が
あ
い
ま
い
に
な
っ

て
い
る
。
」
と
の
意
見
も
あ
る
。
今
後

も
、
教
育
を
担
う
教
職
員
の
た
め
に
で

き
る
限
り
の
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。 教職員の多忙化の解消を

　
秦
　
政
　
会
　
　
　
今
井
　
　
実

一
　
東
日
本
大
震
災
の
影
響
と
そ
の
対

策
に
つ
い
て

問　

本
市
経
済
へ
の
影
響
と
今
後
の
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　

電
力
調
整
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
影

響
や
消
費
の
自
粛
ム
ー
ド
な
ど
に
よ
り
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
二
次
的
災
害
と
し
て

厳
し
さ
が
増
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

今
後
も
商
工
会
議
所
と
連
携
を
図
り
、

活
性
化
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　

復
旧
費
と
し
て
約
１
億
８
０
０
０

万
円
の
補
正
予
算
を
編
成
し
た
が
、
本

市
財
政
へ
の
影
響
は
ど
の
よ
う
か
。

答　

現
時
点
で
、
平
成
23
年
度
の
法
人

市
民
税
が
22
年
度
に
比
べ
約
１
億
円
、

国
か
ら
の
交
付
金
が
当
初
予
算
に
比
べ

約
３
億
１
６
０
０
万
円
、
そ
れ
ぞ
れ
減

額
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

問　

配
水
場
な
ど
の
水
道
施
設
に
お
け

る
非
常
用
自
家
発
電
装
置
の
整
備
状
況

は
ど
の
よ
う
か
。

答　

14
か
所
の
主
要
施
設
に
設
置
し
て

い
る
が
、
平
成
27
年
度
ま
で
に
12
基
を

新
た
に
設
置
す
る
こ
と
で
、
市
内
全
域

の
配
水
エ
リ
ア
が
カ
バ
ー
で
き
る
。

二
　
本
市
商
業
の
実
態
と
活
性
化
に
つ

い
て

問　

長
期
に
わ
た
る
景
気
の
低
迷
状
態

に
加
え
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ

り
、
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、

今
後
の
活
性
化
策
は
ど
の
よ
う
か
。

答　

平
成
23
年
度
に
商
業
の
実
態
調
査

を
実
施
し
、
振
興
施
策
の
立
案
に
役
立

て
る
と
と
も
に
、
販
売
促
進
イ
ベ
ン
ト

に
対
す
る
支
援
体
制
の
検
証
や
専
門
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
、
ま
た
若
手
経
営

者
の
育
成
な
ど
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
緑
水
ク
ラ
ブ
　
　
　
木
村
　
眞
澄

一
　
自
然
災
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て

問　

本
市
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、

鶴
巻
地
区
に
大
き
な
被
害
が
出
た
。
原

因
は
液
状
化
現
象
が
起
き
や
す
い
軟
弱

地
盤
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後

の
対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

答　

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進
し
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
耐
震
診
断
、
補
強
設
計
お
よ
び

補
強
工
事
に
対
す
る
補
助
制
度
を
さ
ら

に
充
実
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
家
具

の
転
倒
防
止
器
具
の
設
置
に
関
す
る
支

援
制
度
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

要
望　

災
害
対
策
は
、
市
民
の
命
が
守

ら
れ
る
こ
と
が
第
一
で
あ
り
、
次
に
安

全
な
場
所
へ
の
避
難
体
制
づ
く
り
が
重

要
で
あ
る
。
今
回
の
被
害
状
況
を
教
訓

に
し
、
今
後
の
防
災
・
災
害
対
策
に
つ

な
げ
て
ほ
し
い
。

二
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の
利
用

促
進
に
向
け
て
　

問　

平
成
23
年
４
月
か
ら
事
業
者
に
よ

る
運
行
に
移
行
し
た
が
、
収
支
は
厳
し

い
状
況
で
あ
る
た
め
、
事
業
者
の
意
見

な
ど
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。
ま
た
、
既
存
の
バ

ス
路
線
と
競
合
す
れ
ば
、
競
争
原
理
が

働
き
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
ら
れ
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

地
域
公
共
交
通
会
議
の
承
認
が
必

要
な
事
項
も
あ
る
が
、
事
業
者
目
線
の

意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
既
存
の
バ
ス
路
線
の
確

保
、
維
持
を
第
一
優
先
と
し
な
が
ら
、

既
存
の
バ
ス
交
通
と
共
存
を
図
っ
た
中

で
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
新
た
な
地

域
公
共
交
通
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

コミュニティタクシーの
利用促進を

一

般

質

問
一
般
質
問
は

２
・
３
面
に
も
掲
載

（

）


